
し
か
ら
ず
､
供
川
中
松
枝
松
永
舜
封
の
統
制
の
下
に
'
こ
1

に
新
に
題

記
の
茄
批
三
二
九
H
の
胸
大
な
番
冊
が
凹
版
き
れ
た
､
筋
二

や
磯
柴
で

は
概
数
が
上
郷
､
仮
泊
に
弘
申
せ
る
秋
由
を
の
べ
節
二
韓
艶
物
'
解
王

事
元
帥
､
節
四
串
水
引
､
解
玉
串
傘
'
静
六
輩
製
糸
'妨
七
帝
拙
文
腐
'

節
<
薄

コ
ン
ニ
ャ
ク
､

鐸
九
輩
稚
児
､

妨
十
鱒
浦
Ⅲ
林
'

妨
十

二
単

兆
他
の
典
樹

'
餌
十
二
寒
鮒
の
各
章

い
づ
れ
も
親
切
丁
寧
な
糎
史
的
地

別
的
改
明
が
あ
る
､
息
ふ
に
所
謂
非
常
時
の
今
日
'
農
村
の
エ
柴
北
が

世
外
光
逝
陶
の
地肌
ふ
て
行
ふ
所
と
な
り
'
土
地
の
狭

い
人
口
の
多

い
日

本
で
の
段
村
副
菜
と
い
ふ
こ
と
が
臼
力
吏
飴
の
妨

1
野
鶴
と
し
て
挫
日

さ
る
1
今
日
'
こ
の
啓
は
恐
ら
-
多
-
の
暗
示
を
企
図
の
蛙
村
僻
に
山

村
に
興

へ
ro
で
あ
ら
う
こ
と
を
信
じ
て
､
蹴
-
牝
に
約
ま
れ
ん
こ
と
頂

望
む
も
の
で
あ
る
｡

(
脇
目
)
.

〇

江

戸

と

大

阪

串
‖
成
東
背

筋
山
路
数
行

定
侶
l扇

五
十
偵

本
尊
は
韓
日
博
士
が
光
大
商
科
で
納
載
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
新
に

精
を
つ
-
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
'
担
桝
史
上
の
桝
究
で
あ
る
が
､
江
戸

及
大
阪
の
推
史
地
桃
を
雛
ぶ
人
に
と
っ
て
細
め
て
有
拓
な
峨
示
に
と
む

銘
著
で
あ
る
｡
(
藤
川
)

0

露

西

韮

縦

横

記

昇
噸
妙
背

肇
那
批

先
供

一
例
八
十
地

文
蜘
毅
の
見
た
凹
大
阪
四
甘
式
の
手
切
な
ロ
シ
ャ
記
で
あ
る
､
ソ
ゲ

イ
エ
ト
聯
邦
の
地
伽
む
し
る
沓
物
と
し
て
は
い
か
Ẑ
か
と
考

(
ら
れ
る

け
れ
ど
も
t

P
シ
ャ
人
t
p
シ
ャ
の
風
物
'
ロ
シ
ャ
人
の
趨
味
な
ど
ゝ
い

っ
た
も
の
は
敵
ん
で
も
田
･B
い
､
北
方
大
陸
の
覚
の
夜
や
林
の
野
原
な

ど
偲
ひ
も
よ
ら
な
い
風
景
が
抑
幼
さ
れ
て
ゐ
る
O

郁

寸

正
紅
に
云
ふ
と
ソ
ゲ
イ
エ
･1
聯
邦
の
新
興
の
陶
僻
は
'
多
-
は
斑
伸

的
で
あ
っ
て
ハ
ツ
キ
-
わ
か
ら
な

い
､
し
か
し
た
と

へ
宜
侍
で
あ
つ
て

も
､
そ
の
･笈
.伸
の
中
に
は
い
か
に
も
努
力
し
て
み
る
仰
向
そ
の
も
の
は

明
に
な
る
か
ら
､
番
兜
の
如
何
は
と
も
か
-
t
か
う
し
た
施
設
が
あ
る

と
い
ふ
こ
と
丈
け
は
他
山
の
石
と
し
て
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
｡

本
番
の
後
の
方
に
も
新
し
い
ソ
ダ
イ
ニ
ト
の
努
力
の
撒
子
の
わ
か
る

と
こ
ろ
が
あ
る
､

一
雨
し
て
岡
白

い
且
つ
よ
い
本
で
あ
る
と
信
じ
る
O

(
髄
M
)

雑

報

■ここl1-〓=l1-ここlll〓
〓l11lここll〓〓lll二一

〇
神

戸

市

鵠

磨

匠

多

弁

畑

化

石
屠

多
非
州
の
氷
北
･
奥
妙

法寺
方
両
に
曲
ず
る
路
傍
､
厄
除
八
幡
宮
よ
り
阪
路
を
北
方
の
布
施
に

下
り
'次
の
阪
路
に
移
ら
ん
と
す
る
虚
に
約
二
尺
五
寸
の
凝
水
封
買
岩
'

そ
の
下
に
約
五
尺
の
妙
栄
噂
鰐
川
す
'
光
向
は
北
八
〇
庶
西
､
傾
斜
は

西
南
に

t
O
庇
内
外
な
り
'
こ
の
凝
淡
紫
茶
山村
L肝
の
下
底
部
約

1
尺
､

砂
栄
暦
の
上
部
約
二
尺
の
問
に
は
介
化
石
を
多
-
保
有
す
､
h.I'･=町
中
の

化
石
は
石
衣
分
を
銀
称
す
る
も
の
あ
る
も
'
大
部
分
は
静
脈
し
去
-
'

砂
山村
中
に
て
は
椅
ど
カ
ス
ト
の
み
に
し
て
保
存
は
浪
好
な
ら
ず
､
似
し

化
石
は
膨
し
き
む
以
て
米

所
の
風
化
せ
る
部
を
収
-
去
ら
ば
保
存
よ
き

化
石
を
凍
妓
す
る
を
柑
ん
｡

T
r
ap
e
2:iu
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ua
p
o
n
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O
str
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S
p
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P
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a
r
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C

o
r
b
i
c
u

t
a
(?)s
p
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Cyclin
a
(?)

spこ
C
y
m
a
th
m
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)
sp
.,

究

七
九



地

球

節
二
十
三
怨

以
上
大
和
は
黙
‖
氏
の
栓
塞
に
ょ
る
も
の
な
り
､
多
井
州
小
撰
校
の
西

北
的
五
官
米
を
附
つ
る
地
に
も
介
暦
あ
り
'
中
村
教
授

の
採
鵜
に
か
･1

る
試
料
に
つ
き
前
原
氏
は
次
の
三
縄
を
記
牝
せ
り
｡
(
京
大
卒
業
論
文
)

B
a
rb
a
tia
s
p
.)
O
s
tr
e
a
sp
.,
C
y
clin
a
(?)
sp
-,

こ
れ
等

の

化

石

瓶

は
瀕
梅
暦

の

介

難

に
し

て
､
木

犀

の
上

代
と
せ
･;
る

1
地
膚
中
に
於
て
は
多
-
の
植
物
化
石
を
地
織
L
t
中
新
世
と
せ
ら
る

然

る
に

T
T
a
P
e
Z
iu
m

j
a
p
o
n
ic
u
m

北
ハ他
の
介
化
石
群
は
新
ら
し
き

感
あ
り
､
却
っ
て
現
今
の
舞

子

附

近
の
フ
ォ
ー
ナ
に
近
似
す
る
が
如
し

と
い
ふ
｡
(
上
拍
)

0

演

江

省

寧

安

原

も
と
は
密
林
省
に
属
し
て
共
中
央
部
を
し
め

てゐ
た
が
現
水
で
は
演
江
省
の
親
方
嬰
地
と
な
っ
た
､
除

の
四
方
に
は

山
蕗
丘
陵
が
あ
り
そ
の
北
南
に
浦
洲
妨

一
の
大
棚
鏡
的
湖
が
あ
る
､
こ

の
湖
水
か
ら
は
牡
丹
江
が
川
で
て
西
北
に
な
が
れ
'
勃
利
､
方
正
､
南

保
の
塊
と
な
っ
て
偵
硯
臓
に
入
り
松
花
江
に
合
す
る
｡
そ
の
河
畔
冶
坪

ヽ
ヽ
ヽ

に
は
'
有
名
な
東
茨
城
即
ち
潮
海
図
の
幽
都
勿
汗
城
が
あ
っ
た
虚
で
あ

る
が
､
さ
う
し
た

一
千
年

の
過
去
は
今
日
で
は
妙

の
如
-
で
あ
っ
て

一

時
は
加
…人
の
郷
と
な
り
､
緒
朝

の
末
か
ら
支
邦
人
や
鮮
人
の
移
任
し
た

伊
で
あ
る
0
牡
丹
江
の
上
流
に
鏡
的
湖
が
蛸
雑
た
の
は
石
頭
旬
子
附
妃

に
於
け
る
焔
岩
の
噴
出
が
こ
れ
を
せ
き
と
め
た
紡
兄
で
あ
っ
て
､
こ
の

熔
岩
暦
を
柿
ざ
る
水
流
は
'
い
づ
れ
も
淋
布
で
あ
る
が
'
そ
の
轍
岡
と

光
来
城
平
地
と
の
浴
題
は
こ
宵
尺
に
淫
す
る
O
東
茨
城
以
北
'
牝
升
江

の
耐
弾
は
坦
々
た
る
中
流
で
土
地
肥
沃
な
る
こ
と
北
浦
餅

1
の
榊
が
あ

る
｡
解
き
南
北

十
出
水
四
五
取
'
神
栖
平
原
で
火
山
土
を
脆
ず
る
.
そ
の

鈴

t
班

八〇

八
〇

肥
沃
さ
は
閉
路
の
比
で
な

い
､
珊
池
鮮
度
が
水
E
を
開
-
に
常
り
初
年

政
は
緋
薪
せ
ず
除
草
を
銀
ね
て
ホ
､､､
打
だ
け
で
概
括
し
て
も
'
相
見
っ

桐
常
り
十
五
石
以
上
の
粗
が
と
れ
る
と
い
は
れ
る
'
中
心
地
と
し
て
は

氷
京
城
'
寧
安
'
新
安
飼
'
及
牡
丹
江
､
梅
林
な
ど
の
郷
骨
で
'
そ
の

中
心
地

の
何
問
に
虚
新
地
が
川
凍
て
ゐ
る
｡
水
門
は
虫
と
し

て
鮮
度
の

綬
替
地
で
あ
る
が
'
可
桝
地
は
現
在
大
約
三
四

〇鵜
桐
で
あ
る
と
い
ほ

れ
る
､
桐
は
十
畝
で
'

一
畝
は
官
八
十
渉
で
あ

る
O

水
田
に
於
け
る
開
軸
常
初
よ
り
年
次
別
飴
康
夫
の
如
し
.

△
梅
林
地
方
(
末
文
地
道
の
1
牒
)

開
&
.節

一
年

解
二
年

飾

三
年

第
四
年

石

l
咽
常
数

1
七
'
八

四

二
二
､
三
〇

二
凹
'
五
三

二
こ
､
三
〇

鰐
五
年
以
後
十
年
間
こ
の
政
党
を
持
栢
す
る
｡

△
氷
京
城
地
方

閃
軸
妨

1年

節
二
年

解
三
年

節
四
年

鱒
五
咋

解
六
年

石

一
桐
常
粗

こ
こ
'
三
〇

同同同

'

同岡

二
〇
､
〇

七

二
〇
'
〇
七

二

〇'
〇
七

二
〇
'
〇
七

]
七
､
八
四

背
迫
五
年
日
に
は
之
を
放
来
し
て
他
に
移
動
す
る
､
こ
れ
は
鮮
人
の
や

う
な
移
物
性
遊
耕
民
の
す
る
こ
と
で
､
会
-
原
始
粗
放
虚
兼
で
あ
る
が



米

の
外
に
大
京
や
菜
や
'
高
梁
'
玉
勤
番
等
が
つ
-
ら
れ
る
'
牡
丹
,tJj

の
四
畔

に
は
術
碑
林
が
洩

っ
て
ゐ
る
が
'
術
三
甘
五
十
七
偶
帖
米
桝
地

が
銀
杯
し
て
ゐ
る
と

い
は
れ
る
｡
北
浦
材
と
耶
す
る
も
の
ゝ
中
で
も
鏡

的
湖
附
妃
の
森
林
は
故
も
良
材
で
あ
る
か
ら
'
之
を
伐
探
し

て
段
々
と

可
斯
地
が
増
加
す
る
見
込
で
あ
る
D

窺
低
は
年
平
均
､
二
㌔
四
皮
で
五
月
中
旬
か
ら
上
昇
し
八
月
上
旬
に

政
商
と
な
り
そ
れ
か
ら
後
免
に
下
る
'
殺
伐
等
下
四
十
三
舵
'
降
水
虫

は
五
二
八
､
五
粍
で
あ
る
か
ら
､
窺
.Ei
か
ら
み
て
小
歩
地
群
と

い
へ
る

描
洲
人
の
人
口
帝
政
が
少

い
の
で
鮮
人
の
格
仕
好
砥
地
と
EE
さ
れ
､
硯

水
で
は
そ
の
+
.L地
鵬
入
費
も
次
節
に
樹
か
し
っ
ゝ
あ
り
'
古

い
俳
人
は

仝
-
支
郷
化
し
て
寧
安
附
近
に

一
千
四
甘
戸
も
ゐ

る
'
新
し
い
俳
人
は

大

正
三
叫
に
移
任
し
た
禅
師
金
城
元
を
群
分
け
と
し
昭
和
八
坤
に
六
千

七
有
人
に
接
し
た
､
串
に
こ
の
地
力
で
の
満
人
は
終
所
状
態
が
年
々
赤

字
で
あ
る
の
に
'
鮮
人
は
器
千
の
剰
僚
鋸
を
糾
し
て
ゐ
る
｡

こ
れ
は
北
ハ

蝕
前
根
庇
が
低

い
か
ら
で
'
家
族
六
人
を
布
す
る
鮮
度
の
l
戸
常

一
ヶ

年
の
粗
収
入
は
約
三
何
例
に
過
ぎ
な

い
の
を
み
て
も
そ
の
梯
子
が
わ
か

る
､
但
し
今
日
で
は
こ
の
地
域
を
池
じ
て
進
吾
か
ら
地
道
が
チ
ャ
ム
ス

に
曲
じ
た
か
ら
郎
賊
の
相
似
も
鮮
易
に
な
り
､
い
よ
-
1
肝
人
の
Hi鵡

粟
土
と
な
る
H
が
氾
づ

い
て
き
た
と
い
(
る
0

0

朝

鮮

の
纏

紫

昭
利
八
年
末
の
蝕
空

手

三
甘
四
十
三

そ
の耐

鮮
四
河
川
十

l.
甘
舶
'
そ
の
六
割
四
分
は
内
地
人
千
二
甘
二
院

は朝鮮

人
'外
図
人
の
特
許
倣
隈
は
Ji.ri
-;
及
び
途
安
の
二
償
の
み
で
あ
る
'
平
安

北
辺
の
五
-｡
六
十
助
院
を
政
論
と
し
午
前
､
巾
仙尚
､
城
南
'
江
府
之
に

那

和

つ
ぎ

い
づ
れ
も
三
層
二
､
三
十
幌
成
北
､
帯
解
､
忠
北
､
凝
北
､
常
幣

鷹
南
､
粂
北
'
余
南
の
順
で
発
鴨
は
九
十
五
底
で
あ
る
'
こ
の
う
ち
稼

市
銀
隈
は

t
千
的
甘
七
十

一
で
､
四
割
凹
分
し
か
な
い
､
企
税
政

一
千

八
十

t
.
砂
金
九
十
､
桁
淡

七
十
七
､
蛾
頗
三
十
二
､
鵜
鉛
の
三
十
'

北
ハ仙
本
咋
新
に
語
手
し
た
も
の
菰
鉛
の
十
六
㌧
批
銀

の
三
､
鋼
及
鉛
の

各

i
r
硫
化
蝕
錬
'
タ
ン
グ
ス
テ
ン
､
水
鉛
､
黒
鉛
､
満
載
土
､
婚
石

明
架
石
'
蛍
石
､
石
郷
等

の
各
稗

の
敗
低
い
づ
れ
も
析
鼠
を
蒸
し
た
｡

昭
和
八
年
の
助
産
侶
餌
は
四
千
入
官
三
十
湘
脚
で
前
非
よ
り

も
千
畑

甘
五
十
端
脚

の
噛
加
で
あ
る
｡

内
地
人
は
三
千
五
官
九
十
偶
樹
(
七
割
五
分
)
鮮
人
七
甘
八
十

一
視
_

(
1
割
六
分
)
外
人
四
甘
五
十
六
端
岡
(
九
分
)
で
鮮
人
は
凹
甘
溺
問
十
割

を
噛
し
た
｡

蕊
‖州
石
は
多
少
産
何
を
減
少
し
水
鎚
は
余
-
緒
川
を
見
な
い
外
地
の

飲
物
は
い
づ
れ
も
将
韓
で
余
は
十

1
地
五
甘
地
に
達
し
タ
ン
グ
ス
テ
ン

は
官
五
十
二
雄
'
水
鉛
は
甘
五
地
で
'

い
づ
れ
も
相
棒
が

い
ち
ぢ
る
し

ヽ
0

.V
地
方
別
に
し
て
栄
職
と
神
南
､
北
三
逆
位
も
多
-
三
千
凹
lqE
凹
十
代

剛
に
洩
し
､
平
安
北
逆
の
企
､
神
南
の
如
焼
淡
､
'
策
略
把
の
蛾
と

い

ふ
三
つ
は
依
然
と
し
て
こ
の
方
榊
の
首
肺
を
し
め
る
O

O

朝

鮮

長

津

江

の
水

力

普

電

朝
鮮
に
は
こ
甘
四
十
億
訴
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
碓
力
が
あ
る
中
で
布
令
な
の
は
鴨
糠
江
の
交
流
他
職
江
の
淡
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